
年
、
マ
イ
ン
ツ
大
学
に
て
教
授
資
格
(
西
洋
古
典

学
)
を
取
得
後
同
大
学
西
洋
古
典
学
科
助
手
、
助

教
授
を
経
て
、
一
九
七
五
年
に
正
教
授
に
就
任
、

現
在
に
至
る
。

シ
ユ
ピ
ー
ラ
博
士
は
、
博
士
号
取
得
後
直
ち
に

W
 
.
イ
エ
ー
ガ
ー
主
監
の
『
ニ
ユ
ツ
サ
の
グ
レ
ゴ

リ
ウ
ス
著
作
集
』
の
編
集
に
参
画
し
、
以
来
同

教
父
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
、
現
在
、

『
国
際
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
学
会
』
会
長
の
任
に
当
た

つ
て
ぃ
る
。
ほ
か
に
も
数
多
く
の
国
際
学
会
に
所

属
し
て
お
り
、
ニ
ユ
ッ
サ
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
に
関

し
て
ば
か
り
で
な
く
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
全
般
例

え
ば
、
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
や
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
に
関
し

て
も
多
数
の
著
作
が
あ
る
。
本
講
演
の
課
題
は
、

ギ
リ
シ
ャ
人
最
初
の
二
人
の
詩
人
、
ホ
メ
ロ
ス
と

ヘ
シ
オ
ド
ス
を
主
た
る
導
き
の
糸
と
し
て
古
代
ギ

リ
シ
ャ
詩
に
特
有
の
モ
テ
ィ
ー
フ
即
ち
、
愛
・
情

念
.
理
性
の
本
質
及
び
相
互
関
係
を
解
明
す
る
点

に
あ
る
。

新
島
講
座
に
つ
い
て
の
報
告

新
島
講
座
は
創
立
百
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

新
島
襄
を
記
念
し
て
一
九
七
九
年
か
ら
開
設
さ
れ

た
事
業
の
一
っ
で
、
立
学
の
精
神
を
基
盤
と
し
て

現
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
研
究
の
幅
広
い
交
流

を
図
り
、
わ
が
国
の
学
術
・
文
化
の
進
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
0

新
島
講
座
に
は
、
内
外
の
硯
学
を
講
師
と
し
て

京
都
.
同
志
社
に
招
聰
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の

と
、
伺
志
社
か
ら
講
師
を
派
遣
し
て
東
京
に
開
催

の
場
を
設
け
て
い
る
も
の
と
の
二
っ
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
十
月
十
三
日
(
火
)
、
十
六
日
(
金
)
の
二
回

に
わ
た
り
、
京
都
・
同
志
社
今
出
川
校
地
に
て
開

催
し
ま
し
た
第
十
六
回
新
島
講
座
の
講
演
要
旨
を

記
述
い
た
し
ま
し
た
。

第
一
回
講
演
会

演
題
古
代
ギ
リ
シ
ャ
詩
に
見
る
愛
・
情
念
・
理

第
十
六
回
新
島
、
座

日
時
十
月
十
三
日
(
火
)
十
三
時
十
五
分
S

十
四
時
四
十
五
分

会
場
同
志
社
大
学
神
学
館
チ
ャ
ペ
ル

第
二
回
講
演
会

演
題
古
代
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
に
お
け
る
合
理
生
と

非
合
理
性

日
時
十
月
十
六
日
(
金
)
十
三
時
十
五
分
S

十
四
時
四
十
五
分

会
場
同
志
社
大
学
神
学
館
チ
ャ
ペ
ル

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
シ
ユ
ピ
ー
ラ
博
士
は
、
一
九

二
九
年
に
か
の
ド
イ
ツ
哲
学
者
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ

ン
ト
の
生
地
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
グ
に
生
ま
れ
た
。

フ
ラ
イ
プ
ル
ク
、
ミ
ユ
ン
ス
タ
ー
、
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
の
各
大
学
に
て
西
洋
古
典
学
、
哲
学
及
び

神
学
を
修
め
た
後
、
一
九
五
七
年
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
大
学
で
博
士
号
の
学
位
を
取
得
。
一
九
六
七

講
師
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
シ
ユ
ピ
ー
ラ
博
士

マ
イ
ン
ッ
大
学
教
授

性
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ホ
メ
ロ
ス
が
叙
事
詩
『
イ
リ
ア
ス
』
の
な
か
で

尓
し
て
い
る
よ
う
に
、
ギ
リ
シ
ャ
人
の
眼
か
ら
見

て
愛
の
本
質
を
規
定
す
る
も
の
は
「
エ
ロ
ー
ス
の

美
に
ょ
る
悟
性
へ
の
影
響
L
 
で
あ
っ
た
。
こ
の
工

ロ
ー
ス
の
美
に
ょ
る
悟
性
の
混
乱
と
い
う
血
旦
遍
的

現
象
は
、
ギ
リ
シ
ャ
人
の
眼
に
は
極
め
て
魅
惑
的

な
も
の
と
し
て
映
っ
た
。
例
え
ば
、
ヘ
シ
オ
ド
ス

は
、
こ
の
証
旦
遍
的
現
象
に
基
づ
い
て
、
一
種
の
「
神

学
L
 
と
言
っ
て
然
る
べ
き
も
の
を
作
り
上
げ
た
ほ

ど
で
あ
る
。

ヘ
シ
オ
ド
ス
が
叙
事
詩
『
神
統
記
』
に
お
い
て

語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
エ
ロ
ー
ス
は
世
界
創
造
に

際
し
て
カ
オ
ス
と
ガ
イ
ア
と
並
ん
で
第
三
の
根
源

的
力
で
あ
っ
た
。
エ
ロ
ー
ス
は
、
か
っ
て
未
だ
形

を
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
質
料
に
生
命
及
び
形

を
与
え
た
生
み
出
す
原
理
そ
し
て
世
界
が
硬
直

化
し
死
滅
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
今
も
世
界
を

生
か
し
続
け
る
原
理
で
あ
る
。
と
同
時
に
エ
ロ
ー

ス
は
、
人
間
及
び
神
々
に
お
い
て
悟
性
を
征
服
し
、

切
の
理
性
の
規
則
を
洗
い
流
し
て
し
ま
う
奔
流

と
し
て
働
く
原
理
で
も
あ
る
0
 
こ
れ
が
エ
ロ
ー
ス

の
美
の
両
面
性
で
あ
る
。
こ
う
し
た
エ
ロ
ー
ス
の

美
の
持
っ
両
面
性
を
ホ
メ
ロ
ス
及
び
へ
シ
オ
ド
ス

ば
か
り
で
な
く
そ
の
後
の
ギ
リ
シ
ャ
の
叙
情
詩
人

や
悲
劇
詩
人
た
ち
も
ま
た
繰
り
返
し
自
ら
の
作
品

の
内
に
描
き
続
け
た
。

愛
に
お
け
る
悟
性
の
運
命
、
つ
ま
り
愛
に
陥
っ

た
人
間
が
エ
ロ
ー
ス
の
美
の
持
っ
力
に
抗
し
切
れ

、
す
に
結
局
没
落
し
て
い
く
悲
劇
は
ギ
リ
シ
ャ
人
を

魅
了
し
続
け
た
。
し
か
し
何
故
ギ
リ
シ
ャ
人
は
、

理
性
を
打
ち
負
か
す
情
念
の
破
壊
的
力
を
か
く
も

執
勘
に
描
き
続
け
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
<
警
告
及
び
用
心
の
促
し
と
し
て
で

あ
る
。
つ
ま
り
ギ
リ
シ
ャ
人
は
、
人
間
を
非
合
理

的
な
も
の
の
無
力
な
犠
牲
と
し
て
で
は
な
く
、
こ

の
非
合
理
的
な
も
の
を
理
性
の
力
に
ょ
っ
て
克
服

し
う
る
も
の
と
し
て
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
れ
を
ギ
リ
シ
ャ
人
は
彼
ら
の
神
話
の
一
人
の

英
雄
オ
デ
ユ
ッ
セ
ウ
ス
か
ら
学
ん
だ
。
オ
デ
エ
ッ

セ
ウ
ス
は
、
エ
ロ
ー
ス
の
愛
及
び
情
念
の
力
に
屈

す
る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
悟
性
及
び
理
性
を
正
し

く
使
用
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
幾
多
の
危
険
に
満
ち

た
冒
険
を
も
乗
り
越
え
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
ギ

リ
シ
ャ
人
は
、
エ
ロ
ー
ス
の
愛
を
め
ぐ
る
情
念
と

理
性
の
困
難
な
戦
い
を
、
人
間
が
幸
福
を
手
に
す

る
た
め
に
乗
り
越
え
て
い
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
課
題

と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
現
代
人
は
一
般
に
、
「
合
理
的
」
1
「
非

合
理
的
L
 
と
い
う
対
立
図
式
で
物
事
を
考
え
る
こ

と
に
慣
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
既
に
、
こ

の
図
式
そ
の
も
の
の
破
綻
が
意
識
さ
れ
始
め
て
い

る
。
こ
の
こ
と
を
、
新
た
な
視
野
か
ら
問
題
視
し
、

ひ
と
つ
の
問
題
提
起
を
試
み
る
こ
と
が
、
本
講
演

の
主
旨
で
あ
っ
た
。
新
た
な
視
野
と
言
っ
た
が
、

そ
れ
は
新
奇
な
も
の
で
は
な
く
、
西
洋
古
典
学
の

博
識
を
駆
使
し
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
以
来
の
伝
統

に
基
づ
い
て
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
に
な
じ
み
の
深
い
「
合
理
的
L
1
「
非

合
理
的
」
と
い
う
対
立
図
式
は
、
近
代
に
お
け
る

デ
カ
ル
ト
以
来
の
合
理
主
義
に
由
来
し
て
い
る
。

近
代
合
理
主
義
は
、
意
識
を
悟
性
の
働
き
の
み
に

限
定
し
、
そ
の
範
囲
内
に
「
合
理
性
L
 
の
成
立
根

拠
を
求
め
た
。
悟
性
の
働
き
を
境
に
し
て
、
「
合
理

性
」
と
「
非
合
理
性
」
を
鋭
く
対
立
さ
せ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
ま
た
、
近
代
精
神
史
に
お
い

て
は
、
合
理
主
義
に
並
行
し
て
、
非
合
理
主
義
も

生
じ
て
き
た
。
し
か
し
、
「
合
理
性
L
 
と
「
非
合
理

性
」
の
対
立
は
自
明
な
も
の
と
し
て
本
来
存
在
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

古
代
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
に
お
い
て
は
、
「
合
理
性
L

と
「
非
合
理
性
L
 
と
の
対
立
は
存
在
せ
ず
、
合
理

性
の
度
合
い
の
多
い
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
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だ
け
で
あ
っ
た
。
魂
の
悟
性
の
働
き
以
外
に
も
、

「
識
別
L
 
(
k
 
r
i
 
n
 
e
i
 
n
)
と
い
う
働
き
故
に
、

合
理
性
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
合
理
性
」

と
い
う
こ
と
が
、
人
間
の
魂
の
活
動
全
般
に
認
め

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

新
襄
墨
影
本
の
掛
軸
を
頒
布

同
志
社
の
創
立
者
新
島
襄
の
書
簡
・
色
紙
な
ど

の
遺
墨
に
接
す
る
機
会
は
少
な
く
、
せ
め
て
複
製

さ
れ
た
掛
軸
で
も
欲
し
い
と
の
ご
要
望
に
応
え

て
、
影
本
を
、
三
点
作
成
頒
布
し
て
い
ま
す
。

こ
の
影
本
は
、
新
島
襄
が
元
治
元
年
、
函
館
か

ら
の
脱
国
に
成
功
し
た
後
、
航
海
日
記
に
書
き
と

め
ら
れ
た
漢
詩
お
よ
び
明
治
二
二
年
秋
か
ら
二
三

年
春
に
か
け
て
、
そ
の
心
情
を
吐
露
さ
れ
た
詩
歌

シ
ユ
ピ
ー
ラ
ー
教
授
の
講
演
の
眼
目
は
、
近
代

哲
学
が
結
果
的
に
狭
め
て
し
ま
っ
た
「
合
理
性
L

と
い
う
地
平
を
西
洋
の
古
い
伝
統
に
立
ち
返
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
本
来
の
広
い
視
野
の
中
に
収

め
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

の
遺
墨
の
中
か
ら
選
人
だ
も
の
で
、
同
志
社
関
係

者
の
み
で
な
く
、
一
般
社
会
に
も
強
く
訴
え
る
も

の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

掛
軸
(
影
杢

五
0
0
円

、

一
軸

八

H
)
「
男
児
決
志
馳
千
里
自
嘗
苦
辛
豈
思
家
L

却
笑
春
風
吹
雨
夜
枕
頭
尚
夢
故
園
花
L

慶
応
元
年
三
月
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ

1
号
船
上
で
作
ら
れ
た
詩
を
明
治
一
六

年
正
月
改
め
て
浄
書
さ
れ
た
。

(
1
)
「
不
止
月
下
併
能
越
践
渉
八
州
是
我
分

壮
図
却
促
男
児
涙
滴
々
濯
為
纓
々
文
L

明
治
二
二
年
三
月
新
潟
伝
道
に
従
事
し
て

い
た
卒
業
生
広
津
友
信
に
お
く
ら
れ
た
詩
。

る
。
そ
れ
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
、
特
に

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
け
る
「
合
理
性
L
 
と
い
う

地
平
の
再
検
討
を
通
じ
て
な
さ
れ
た
。
そ
の
再
検

討
は
、
静
か
だ
が
、
厳
し
い
近
代
批
判
を
内
包
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

(
J
)
「
い
し
か
ね
も
透
れ
か
し
と
て
一
筋
に

射
る
矢
に
こ
む
る
大
丈
夫
の
意
地
」

明
治
二
三
年
一
月
五
日
「
送
歳
の
詩
」
と
同

様
大
磯
百
足
屋
で
詠
ま
れ
た
和
歌
。

◎
購
入
ご
希
望
の
方
は
左
記
へ
直
接
電
話
ま
た

は
文
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
代
金
お
よ
び
送
料
は
現
品
送
付
の
際
、
振
込

用
紙
を
同
封
し
ま
す
か
ら
後
日
ご
送
金
く
だ
さ

)
0

し

製
作
日
数
の
関
係
で
、
納
品
が
一
力
月
程
度

遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

取
扱
い
・
同
志
社
収
益
事

京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
鳥
丸
東
入

電
話
(
0
七
五
1
二
五
一
 
1
三
0
三
七

八

.
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